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２０１９年も楽しもう！ 

1 月の保育 

新年あけましておめでとうございます。 
２０１９年がスタートし、卒園まで３か月！となりました。「残り 3 か月か・・」と寂しさを感じる職員、
「もう少しで小学生になるんだ！」と期待している子どもたちです。今年も昨年に引き続き子どもたちの
「やってみたい」を大切に色々な経験が出来る環境を整えると共に、友だちを大切にする気持ちが育って欲
しいなと考えています。保護者の皆様にもお願い事をする事が多いかもしれませんが引き続きご協力よろ
しくお願い致します。 
 

◆冬の健康的な生活に必要な習慣を自分から行う様に

する。 

◆お互いの思い出を出し合いながら正月遊びを楽しむ

中で、友だちとのつながりを深める。 

◆冬の自然に興味、関心をもち、見たり触れたりして

遊びを楽しむ。 

子どもたちが楽しみにしていたお店屋さんごっこまで残り数日・・・・きりん組では「安くておいしい寿司屋」
の準備が始まりました。はじめに取り掛かったのが折り紙で寿司を作る所！すると様々な意見が出て来て、寿
司屋なのに、チョコレートなども販売する事に。子どもたちは好きな食べ物を作ることに一生懸命でした。そ
こで、「スシロー」のメニューを印刷して子どもたちに渡してみる事に・・・するとマグロ・イカ・かっぱ巻き！
と好きな寿司を選び出し、楽しそうに作り始め、紙粘土なども使いながら美味しそうな寿司が沢山完成しまし
た。そして、子どもたちは普段経験しながら見た物聞いた事をどんどんアイディアとして出してきます。タッ
チパネル・レジ・待つ椅子・番号表・・・寿司屋にある様々な道具や環境が出てきました。それを上手く再現
して作りだす所も子どもたちのすごい所！細かい所まで上手に作っていましたよ。 
寿司屋が開店する前日・・・子どもたちはお客さんの為に準備に余念がありません。椅子を並べては、「こっち
に並べた方がいいんじゃない？」「番号カード作ってない」「どこで待ってもらうの？」「おつりは？」と子ども
同士で意見を出し合いながら準備をしていました。当日は年下のお客さんに対して優しい接客を見せてくれ、
優しいきりん組の姿を見る事が出来ました。皆で作りあげた達成感と嬉しさを今後も役に立ててほしいです。 

≪お店屋さんごっこたのしかった≫ 

 

 

 

     

《丸いケーキ作ったら・・・》 

ケーキ作りにチャレンジ！4 つのグループに分かれて 15 ㎝のホールケーキ作りが始まりました。今回使う材
料は苺とバナナ、そしてふわふわの生クリーム。生クリームを見た子どもたちのテンションは上がり「このま
ま食べたい」と大きな口を開け口に入れてもらおうとする姿も見られ笑ってしまいました。スポンジを作る工
程では入れ物にドロドロの生地を入れる事に苦戦しながらもふわふわなスポンジが焼き上がり、一番の楽しみ
であるデコレーションの工程へ！バランスを考えながら苺やバナナを並べていましたが、ホイップクリームを
どんどん乗せていくので果物がどんどん隠れていきましたが、子どもたちは満足そうな表情をみせ「2 つ目の
夢が見つかった。パテシエになる」と言う子どももいましたよ。色々な経験をしながら大きくなった時の夢を
見付けるのも素敵ですね。 

◆1 月は横浜で１番高い所に登ろう！と言う企画
を考え子どもたちに「横浜で１番高い所どこか
な？」と聞くと「ランドマーク」との声が！じゃあ
登ろう！子どもたちと一緒にランドマーク展望台
へ行ってきます。給食弁当を持ち、行きは徒歩！
帰りはバスの予定です。日程は後日お知らせ致し
ます。 
◆クッキングは食パン第２弾！フルーツを入れた
食パンを作ります。日程は後日お知らせ！ 
 

お知らせ 

１２月初めから飼育を始めた蚕が２週間ほど経つと口から糸を出すようになり、次第に幼虫が見えなくなり始めまし
た。子どもたちはその光景が不思議な様で、じーっと眺める姿が見られました。黄色と白の繭が出来ると子どもたち
同士で「私は黄色、僕は白」などと言った会話が聞かれたり、「寒くないかな」と桑の葉を布団代わりに掛けたりする
優しい姿も見られました。そして繭を冷蔵庫入れる日がやってきました。子どもたちには蚕が冬眠するからと言う理
由で冷蔵庫に入れると納得した様子。その 3 日後、冷凍庫から出てきた蚕を繭の中から出す作業を行いました。子ど
もたちの反応は様々で、「怖い、触れない」と言う子もいれば平気で触る子もいました。繭を入れるための自分の専用
袋を作りその中で保管をする事に。袋に入れた繭を見て「綺麗だね」と友達と会話をしながら 2 週間・・・繭を染め
る作業を行い、運動会の T シャツを染めたものと同じ染料で赤・黄色・緑に染めると今まで持っていた繭が柔らかい
色に変わり、子どもたちは優しくペーパータオルに包んだ繭を眺めていました。みんなで育てた蚕が作ってくれた 21
個のお揃いキーホルダーが完成予定！きりん組での思い出は一つ増えました。 

 

蚕が繭になったよ 


